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Weanalyz.edtheclinicaleharacteristiesand the treatmentresultof85 pat､ients

Withmultiplenlyelomaexperiencedat5hospit･alsorchtletSu districtorthe Niigatノa

prefecture. Thirtynineweremaleand46werefemalepatients.The mean age was

66.0yearsold. AccordillgtOthecriteriaproposedbyDtlriealldSallllOu,36 patients

hadStageiorlldiseaseand49hadStageIIIdisease.

Thejudgmentofthetherapybasedonlmamura'scriteria.Mild therapy with1

or2drugsinhibitedtheprogressofdiseaseinearlystage. Intermediatetherapywas

e庁'ectiveForearlystagediseaseand inhibitedtheprogressorlat･estagedisease.

Intensive therapyL4 drugs including anthraeyclines or 5 drugs or more)had no

effectonlatestagedisease.

Theprobabilityof5yearsurvivalwas250oamongthe48evaluablepat.ient.S.
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百的 :中越地区の5施設で5名の医師をこより各々の扱っ

た骨髄腫を集計 L窯態を検討 した.なお症例の集計開始

時は早い施設で 1975年から,遅い施設で ま988年 か らと

興った.骨髄経の診断および病斯診 断 は Durie 良 Sdmon

の基準Ijに従った.

対象 :男性39例,女性46例 , 計 85例 を対 象 と し, 年 令

および男女分布 は 右図 丑 ) , 50才台 よ り急 激 な増 加 をみ,

加 齢 と と も に 増 加 し た . 里 Jf lt は 1 :I.18仁 万∴ 免疫

ダ u プ リ ン の タ イ プ で は ( 図 望 ) ‡gG 55例 摘後.5% 上

^ l雄 1日 1 ･1 . 1 0(立 1) 二日 叫 t 二i .5 0 0 1 ,Ⅰ31J ll倒 しHi.:r)Ool.

非 分 泌 型 1 例 ( 1 ,2 % ) で あ り , L 鎖 は Ⅰ繭 で K優 位 ,

^ て IJ 悼 位 , I) は 全 て 1.. . 1i-J て 1._ 悼 位 で:f㌔一言二.初診

時 州 l引 y l/'H Lr.出 し図 ..い , 病 f川 l + TT こi(i例 ト11).,10.い,柄
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親Ⅲ49例 (57.6%)であり,うち病期 EflBは8例 (9.4

00.うち Ⅰ上15f町,白血病 Ll例 (4.7001,孤.llL,IM:_2倒

し2.･1%)だった.

結果 :治療効果 (図 4).解析可能であった朗例74回

について今村の効果判定基準2)をあとに評価 した.な

お CR は極少数のため PR に入れて検討 した.さらをこ

pR+MR を効果的,PR+MR+NC を骨髄腫悪化阻止

効果 (阻lL効果).PD を悪化こl二して評価 した.治療法

は 111ild(i-3剤による治療).i11tenllediとltL,(-･l剤で

アソ トラサイタ 7jソを含まない治療),imtemsive(4割

でアソ トラサイクリソを含むか5割以上による治療)をこ

分けた_ mil(1では病朋Ⅰ十Tlで阻止.効果が 1012例

(83%)と高率であったが病期招 (A+鋸 で効果的と

悪化が同数 (10/22例)であった.inteTmediateでは病

No･ofcases 工 F Therapy N℡12
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糊I+rIで効梨的 78例 (880,0/).病期ⅢAで阻止効果

1318例 (72Ool.病期mA+Bで効果的 1O22例 (45

%l阻11二効果 1(うLLi)2例 (730b)悪化 6:22 倒 し270/O)

だった,血もensiveでは末期例が多 く期待 した効果は得

られなかった.次にインタ一一フェロy HF)を使潤 した

12作りの治糠成績 を報告する (図 5). IllF一打,rIド α2̂

L'12種{!:(吏用 しナ ∴ 治墳成綿は Ⅰ~)R l例 ,MR l例で

し､一休 も化学頼法叫 梓川群てあり.-I-jj312例に腎 1､二

令か現れ上. こし1)二3例は ll/段 E1--前,血清 ツり-/∫+ニン

後者は回復 L化学療法U)晶で PR に凄 した.難治例に

対する VA扮 療法3)を嶺例に行-)た く寮 まき.全て病期

ulA.rcLILr;-lL､torl, iIhlL,H~､ゞゝ i＼,(-､myelomこ1だ-､た.効果は

1)【くl帆 N('1帆 1'1)1)榊上-,!二.(i)1 1･練 し図 61):

仝倒し')内訳は.死｣~二i田町 牛存1'雄IL.不明15例で番i).
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5年1､.ll-_の生存例は死亡例のうち2凧 生存例のうち10

だ-･,た.死関は (表 21ィ､明左ものが多く陣痛死上も不

明死ともいえ引列か17酬7人り 1,腎不全合併例が12例だ･･p-

た.生存曲線は (図 71死亡 した38例, 5年目し上二生存 し

てし､る10仲帰一:18例を対象とし.5牛生存率はlJ'5Q,6王 -､TJ_.

考察 :集計 した85例は10年以上の期間の症例であった

が年代的背景を除 き ･括 して検討 し仁 ます年令分軒 で

は加齢とともをこ症例の増加をみ,平均寿命の延長ととも

をこ発病率は更をこ上昇することが予測 きれた.骨髄腫碍発

見はti~1･斯例 日有期 Ⅰ+口上 L_後期例 川Afi期 mlかtLL:t刷 J.1

率て針 _),Eil一期診断に改 善か望まれl∴ 治癖EL川現して.

mildは早期例(')阻止効果再 垂れてし､々:'か後期例には弱

く､ int(mT1t)(iiこ11ぐくl_Pl鳩】仲Jに功一那廿 日吏桝倒しT)附LL効

勘 こ俺,flてい仁 小宜こ例を対象LL-_し上 intensi＼p(､およ

び ＼JA【)療法嵩 j二U It･!JI左功果I/)Jt結わてし､左い.u/

療法 ごま副 作用吊 七校的'L,鳴 く魅力的在治療法だが IF投

を動 原 病の悪化かもしれないが腎不全がやや高率にみ

られた,腎障害例をこぼ慎重に投与すべきである.予後は

予想より鮎濃 く5年生存率は25%だった,これは高齢者

や経過不明例の多い点などより骨髄腰その鮎のの予後と

はいい難いか今後し')治暁に阜汗 )問題を域 した.l･‖∵首

髄膜の治療成績を逓べたが,治療効果は必ず しも生存期

｢札1-_ELt ∵致せず. 一方聴 E･ハ社会的適応 も卜分考慮ハ tp.

治療が行われなければならない点が骨髄腫治療の特激で

あり,多様性である.多くの高齢者を対象とL概 して緩

慢に経過する凍症を今後更に入念をこ線審に治療 Lて行 く

ことが必要であ る,
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